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研究成果の概要（和文）：花粉抗原と果物や野菜に対するアレルゲンの交差反応を証明する方法として従来からELISA 
inhibitionがよく知られている。しかし交差反応性の結果と臨床症状の間にギャップが生じる場合がある。
今回、スギ花粉症でトマト特異的IgEが陽性の患者血清を集め、ELISA inhibitionと我々の開発した新しい方法で交差
反応性を比較した。新しい方法では交差反応性の結果と臨床症状の発現の一致が見られたことから、従来法にくらべ、
より生体に近い反応を反映していると思われた。

研究成果の概要（英文）：Although ELISA inhibition is generally known as a method for demonstrating cross-r
eactivity between allergens, there are some gaps between the result and clinical phenomena.
We collected sera from the pollinosis patients with tomato-specific IgE positive, and compared the new met
hod and the conventional method for the evaluation of the cross-reactivity between cedar and tomato. New m
ethod yields results that are closer to biological reactions in the assessment of cross-reactivity. 
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１．研究開始当初の背景 

これまで花粉抗原と果物・野菜によるアレ

ルギーの交差反応性の証明には ELISA 

inhibition が用いられている。しかし、IgE

競合性が証明されても臨床症状とのギャッ

プを生じることがあり、その原因として IgE

抗体の交差抗原性を有するがアレルギー症

状 を 誘 発 し な い 糖 鎖 (cross-reactive 

carbohydrate determinant ：CCD)の関連性

が指摘されている。しかしアレルギー交差反

応性における糖鎖の関与はよくわかってい

ない。 

 

２．研究の目的 

今回、よりよい診断法を確立するために、

我々は独自のアイデアにより IgE 競合試験

と好塩基球活性化試験まで連続して行う新 

しいシステムを開発し in vitroアレルギー診

断の向上を測るとともに糖鎖の意義につい

ても検討した。 

 

３．研究の方法 

スギ花粉症でトマト特異的IgE陽性者を選

び OASの病歴および抗 CCD抗体の測定を行っ

た。両抗原間の交差抗原性については ELISA 

inhibition と今回我々が開発した受身感作

好塩基球活性化吸収試験とを比較検証した。 

 

４．研究成果 

いずれの患者でも従来の方法ではCCDの値

に関係なく交差抗原性がみられたが、新しい

検査法では違いがみられた。つまり、トマト

IgE 抗体価と CCD 抗体価を比較した際にトマ

ト IgE抗体価が CCD抗体価より明らかに高い

症例では好塩基球活性化とトマトOASがみら

れ、両者が同等の場合は好塩基球活性化およ

び OAS がみられないことが判明した。 

新しい方法では従来法に比較し、交差反応

性の結果と臨床症状発現の一致が見られた。

このことから、従来法にくらべ、より生体に

近い反応を反映していると思われた。 
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